
パイオマス発電のライフサイクルGHGに係る自主的取組等の情報開示について (2023年度分〕

ΠVΠ P制度に基づく,(イオマス発電事業において使用した,(イオマス撚Iゞ‖について、事業計画鎮だガイトライン υ(イ オマス発電)に基づき、以下のとおリライ

"イ
ク,レ GHGに イマる自主的取組等の構0償を開示します。

当社は、ライカ イク,レGHG排出iV,基準に照らした最大限のlll出 削潮こ向け、以下の取紹を進めています。

E我 々は、燃料l共給きで銘 サカ イチェーンき

'1と

連携をとり燃料の製造から輸送よて効率化観 低炭素化社会を目指します。

d【 備々情報 燃料情報 工程毎のライフサイク,困HG 算定1醜  (サオフイテェーシ上のf起情報〕

該定事業 新規 f認定

度

変更認定

率

率考慮後

(kW)
給

タタサ率等
開示単位

持続可能

(t)

計算方法

鱒定殖

(9‐

CO⊇eq/M
」電力)

講

“

羅

輸送I程
(林 H」残

Iオ彗収

輸送工程

鯨 木輸

送)

加エエrェ

0
鵬II程 輸送工混

(汚上)

(チ ッヽカ命

送)

発 電 合 計 ―
の

をぇ方
原 'H 原イヽ輸送 加  工 脇州輸送

既定値

(ぃ

的岬

(生獲国)

チップ (林

警)

加重平均
敷1む内

事業者

国内本質

チップ lオホ

等 )

班定値 ″
厘

20トン車




